











































































































































































9 　西重信「中朝国境についての一考察」『北東アジア地域研究（第 14 号）』北東アジア研究学会、
2008、41-54 頁。
10 　跨境民族の自然経済圏を打ち出した R.A.Scalapino 及び鶴嶋雪嶺の概念的説明を踏襲しつつ、朝
鮮族の近現代における移動の諸相を捉える際にも適用しうると考え、提示するにいたった造語であ
る。























残りの約 100 万人が東北地域に留まった 14。新中国成立から改革開放までの移動は、中朝
 
11 　韓国の忠清北道出身者によって構成される亭岩村（図們市涼水鎮）の形成過程は、集団移民の



























基底とした跨境生活圏は、両国政府による中朝国境条約の締結（1962 年 10 月 12 日）及













2008 年のⅡ - Ⅲに詳しい。
16 　この北朝鮮への移動については、北京に在住する複数の朝鮮族研究者への聞き取りから判明し
た。資料的な裏づけとしては、ロシア側の機密公開資料『プザノフ日誌』（1959 年３月３日付）よ
り確認することができる。[JRA, File.no. RU-secret 59- ２- ２] 중앙일보 통일문화연구소 2002,「１-
２. 조선민주주의인민공화국 주재 소련대사의 일기와 대담기록 , 1959 년 １월 ２일 - 12 월 19 일」




17 　2003 年１月 19 日、「第9回朝鮮族発展学術シンポジウムとワークショップ」（長春）に出席した
村長へのインタビューから。


































21 　北朝鮮への移動については、Morris-Suzuki, Tessa, 2007, Exodus to North Korea: Shadows from Japan's 






















22 　2007 年8月 24 日付韓国法務部によると、韓国系中国人（朝鮮族）は 26 万 6,724 人（不法滞在者
は３万 7,573 人）。
23 　これらの中国都市に移り住む朝鮮族及び韓国人の人口移動を調査した黒龍江新聞調査チームの報
告によると、2005 年現在、首都圏地域（北京、天津）に約 17 万名（朝鮮族が４万 5,000 名、韓国
人が 12 万 5,000 万名）、山東地域（青島、威海、煙台）に約 18 万名（朝鮮族６万名、韓国人が 12
万名）、華東地域（上海、南京、義烏、杭州）に約8万 5,000 名（朝鮮族が２万 5,000 名、韓国人が

























































































































































29 　ただし、李さんは「한민족（韓民族）」と同じ音で表記も同様の「一つの民族（하나의 민족＝한 민족）」
というハングルの意味であれば、自己矛盾に陥ることなく受け入れられるかもしれない、とさりげ
なく付け加えた。









































































































































































































※ 本稿には、参考文献に挙げた〔権 2010〕および〔権 2011〕の一部を、大幅に加筆・修正した
ものが含まれる。
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